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は
じ
め
に
|
適
応
策
の
社
会
実
装
化
に
向
け
て

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
の
進
行
と
そ
の
深
刻
な
影
響
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
気
候
変
動
へ
の
関
心
は
急
速
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
で
は
2
0
5
0
年
の
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
た
合
意
が
広
が
り
、
各

国
は
2
0
3
0
年
の
意
欲
的
な
数
値
目
標
を
打
ち
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。
地
域
に
お
い
て
も
、
多
く
の
自
治

体
が
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
な
ど
を
発
出
し
て
総
力
で
気
候
変
動
対
策
を
進
め
る
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
気
候
変
動
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
気
中
濃
度
を
抑
制
す
る
緩
和
策
は
、
国
際
社
会
が
一

丸
と
な
っ
て
長
期
に
わ
た
り
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
他
方
で
、
い
ま
地
域
で
多
発
し
て
い
る
熱
中
症
、
各

地
で
猛
威
を
振
る
う
豪
雨
災
害
、激
し
い
気
象
変
化
に
よ
る
農
業
被
害
な
ど
拡
大
す
る
気
候
変
動
被
害
へ
の
備
え
、

す
な
わ
ち
「
適
応
」
は
、
地
域
が
自
ら
の
足
元
か
ら
緊
急
に
、
か
つ
将
来
を
見
す
え
た
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
具

体
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
6
月
制
定
の
気
候
変
動
適
応
法
を
受
け
て
、
国
内
で
は
体
系
的
な
適
応
策
の
取
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
政
府
は
同
法
に
基
づ
く
適
応
計
画
を
制
定
し
、
気
候
変
動
影
響
の
現
状
や
将
来
の
予
測
結
果
等
を
取
り

ま
と
め
た
報
告
書
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
適

応
計
画
や
地
域
適
応
方
針
の
形
式
に
よ
り
自
ら
取
り
組
む
適
応
の
考
え
方
と
施
策
体
系
を
策
定
し
た
り
、
環
境
基

本
計
画
や
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
区
域
施
策
編
の
改
定
に
あ
わ
せ
て
計
画
中
に
適
応
施
策
の
枠
組
み
を
位
置
づ
け

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で
気
候
変
動
影
響
へ
の
適
応
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

先
進
自
治
体
で
は
、
水
害
や
熱
中
症
な
ど
の
気
候
変
動
被
害
が
住
民
や
事
業
者
に
顕
在
化
し
て
い
る
現
状
を
踏

書籍のコピー，スキャン，デジタル化等による複製は，
著作権法上での例外を除き禁じられています．
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ま
え
、
住
民
ら
が
参
加
す
る
意
識
啓
発
事
業
や
行
動
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
な
ど
を
展
開
し
、
地
域
を
巻
き
込
む
手
法

で
適
応
策
の
「
社
会
化
」（
適
応
策
を
社
会
全
体
に
広
め
る
）
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
気
候
変
動
影
響
の
把
握
と
適
応
策
の
推
進
は
、
先
行
者
が
着
手
す
る
導
入
期
か
ら
、
多
く
の
関

係
者
に
広
が
る
成
長
期
・
拡
大
期
へ
と
移
行
し
て
い
る
段
階
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
気
候
変
動
と
適
応
策
に

内
在
す
る
特
有
の
難
し
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
将
来
の
気
候
変
動
影
響
を
予
測
す
る
科
学
的
知
見
を
い

か
に
し
て
現
在
の
課
題
へ
の
対
応
に
力
点
を
置
く
行
政
施
策
に
組
み
込
む
か
（
科
学
的
知
見
の
活
用
）、
気
候
変

動
デ
ー
タ
や
適
応
策
情
報
を
収
集
分
析
・
発
信
す
る
役
割
を
担
う
地
域
適
応
セ
ン
タ
ー
を
政
策
面
や
啓
発
面
か
ら

ど
の
よ
う
に
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
か
（
適
応
セ
ン
タ
ー
の
機
能
化
）、
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
の
範
囲
が
社
会
の

幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
な
か
で
関
係
部
局
の
連
携
を
い
か
に
強
め
る
か
（
部
局
間
の
連
携
強
化
）、
気
候
変
動
影
響

の
被
害
者
と
な
る
住
民
が
そ
の
影
響
を
回
避
す
る
行
動
を
広
げ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
効
果
的
か
（
住

民
の
適
応
行
動
の
展
開
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

い
ま
地
域
で
は
、
気
候
変
動
問
題
に
伴
う
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
特
性
に
基
づ
く
適
応
策
を
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
書
は
、
気
候
変
動
影
響
の
把
握
や
適
応
の
取
組
み
を
、
社
会

へ
の
展
開
と
実
装
化
を
図
る
手
法
で
あ
る
「
社
会
技
術
」
の
概
念
に
包
含
し
て
、
具
体
的
な
考
え
方
と
枠
組
み
、

地
域
で
の
実
践
例
を
紹
介
し
、
そ
う
し
た
社
会
技
術
が
地
域
に
定
着
す
る
こ
と
を
願
っ
て
執
筆
し
た
も
の
で
す
。

本
書
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実
効
あ
る
適
応
策
の
立
案
・
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
書
が
、
地
方
自
治
体
の
行
政
職
員
は
も
と
よ
り
、
気
候
変
動
と
適
応
策
の
研
究
等
に
携
わ
る
研
究
者
・
専
門

家
の
方
々
、
地
域
で
活
動
す
る
N
P
O
や
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
、
幅
広
い
関
係
者
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
心
よ
り
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

執
筆
者
を
代
表
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法
の
総
括

第
８
章　
　

地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
技
術
2

　
　
　
　
　
　

： 
気
候
変
動
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

8

・

1　

オ
ン
ラ
イ
ン
熟
議
に
よ
る
人
々
の
適
応
策
の
受
容
性

8

・

2　

日
本
人
の
リ
ス
ク
認
知
特
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
策

第
９
章　
　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
社
会
実
践

　
　
　
　
　
　
： 「
気
候
変
動
の
地
元
学
」
を
入
口
と
し
た
気
候
変
動
適
応
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

9

・

1　
「
気
候
変
動
の
地
元
学
」
に
よ
る
適
応
策
検
討
の
考
え
方

9

・

2　
「
気
候
変
動
の
地
元
学
」
の
実
践
事
例

9

・

3　

長
野
県
高
森
町
で
の
地
域
特
産
品
に
関
す
る
適
応
計
画
の
策
定

お
わ
り
に

気
候
変
動
影
響
と

適
応
を
め
ぐ
る

政
策
と
技
術
の
動
向

第
1
部
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1

・

1
　
気
候
変
動
適
応
法
と
地
方
自
治
体

　

●
適
応
法
の
制
定
の
経
緯

　

2
0
1
5
年
12
月
の
パ
リ
協
定
で
は
、
産
業
革
命
以
前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
2
度
未
満
に
抑
え
る

と
す
る
温
暖
化
対
策
の
長
期
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
緩
和
策
の
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
適
応
の
長
期
目
標
と
し
て

「
気
候
変
動
の
負
の
影
響
に
適
応
し
、
気
候
へ
の
強
靭
性
を
促
進
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
」
こ
と
が

合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
日
本
で
は
、
従
来
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
（
1
9
9
8
年
制
定
）
が
緩
和
策

中
心
の
体
系
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
気
候
変
動
影
響
へ
の
適
応
の
取
組
み
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
、
2
0
1
8
年
6
月
、
本
文
20
条
で
構
成
さ
れ
る
気
候
変
動
適
応
法
（
以
下
「
適
応
法
」
と
い
う
）

が
国
会
で
可
決
・
公
布
さ
れ
、
同
年
12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

●
適
応
法
の
概
要
と
地
方
自
治
体
の
役
割

　

適
応
法
の
概
要
を
図
1
に
示
し
ま
す
。
本
法
で
は
、
気
候
変
動
の
基
礎
的
な
概
念
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
「
気
候
変
動
影
響
」
と
は
、
気
候
変
動
に
起
因
し
て
人
の
健
康
ま
た
は

生
活
環
境
の
悪
化
、
生
物
の
多
様
性
の
低
下
そ
の
他
の
社
会
、
経
済
ま
た
は
自
然
環
境
に
お
い
て
生
ず

る
影
響
を
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
気
候
変
動
適
応
」
と
は
、
気
候
変
動
影
響
に
対
応
し
て
こ
れ
に
よ

る
被
害
の
防
止
ま
た
は
軽
減
そ
の
他
生
活
の
安
定
、
社
会
も
し
く
は
経
済
の
健
全
な
発
展
ま
た
は
自
然

環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
や
地
方
自
治
体
、
事
業
者
、
国
民
の
役
割
に

つ
い
て
規
定
し
、地
方
自
治
体
に
は
「
区
域
の
状
況
に
応
じ
た
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
の
推
進
」

と
、「
事
業
者
等
の
気
候
変
動
適
応
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
の
提
供
」
な
ど
に
つ
い
て
明
記
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
責
務
規
定
の
も
と
、
適
応
法
に
お
い
て
具
体
的
に
地
方
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
取
組
み

と
し
て
地
域
適
応
計
画
の
策
定
と
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。

　

適
応
法
第
12
条
で
は
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
は
、
単
独
ま
た
は
共
同
で
区
域
の
状
況
に
応
じ

た
「
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
」
を
策
定
す
る
努
力
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。
適
応
法
に
基
づ
く
政
府

の
気
候
変
動
適
応
計
画
は
2
0
1
8
年
11
月
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
こ
う
し
た
政
府

の
適
応
計
画
の
内
容
な
ど
を
参
考
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
2
0
2
1
年
6
月
現

在
、
全
国
で
は
89
自
治
体
が
地
域
適
応
計
画
を
策
定
＊

し
て
い
ま
す
が
、
適
応
計
画
と
し
て
単
独
で
策

定
し
て
い
る
例
は
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
既
存
の
環
境
基
本
計
画
や
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
な
ど
に
適

応
の
章
を
設
け
て
、
こ
れ
を
法
に
基
づ
く
適
応
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

適
応
法
第
13
条
で
は
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
は
、
地
域
に
お
け
る
気
候
変
動
影
響
や
適
応
策

な
ど
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
整
理
・
分
析
や
情
報
提
供
、
普
及
啓
発
な
ど
の
拠
点
と
な
る
「
地
域
気

候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
」
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー

は
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
が
単
独
で
、
ま
た
は
共
同
で
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
2
0
2
1

年
7
月
現
在
、
全
国
で
43
自
治
体
に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
（
2
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（

田
中　

充
）

図 1　気候変動適応法の概要（出典：文
献（1）に加筆）

＊
「
気
候
変
動
適
応
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
調
査
で
は
、
適
応
法
第
12
条
の
地
域
気
候

変
動
適
応
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
計

画
は
、
2
0
2
1
年
6
月
現
在
89
自
治
体
が

策
定
済
み
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
数
は
自
治

体
が
適
応
法
に
基
づ
く
計
画
と
明
記
し
て
い

る
計
画
数
で
す
。
す
で
に
策
定
済
み
の
地
域

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
な
ど
に
適
応
策
を
位

置
づ
け
て
い
る
自
治
体
数
は
相
当
数
に
上
っ

て
い
ま
す
。
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1

・

2
　
社
会
実
装
の
考
え
方
と
社
会
技
術
の
見
取
り
図

　

本
書
で
は
、
社
会
実
装
を
以
下
の
4
段
階
で
捉
え
て
い
ま
す
（
図
2
）。
こ
の
考
え
方
は
、

2
0
1
5
～
2
0
1
9
年
度
に
実
施
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
気
候
変
動
適
応
技
術
社
会
実
装
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
S
I-

C
A
T
）
に
、筆
者
ら
が
「
社
会
実
装
機
関
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
た
際
に
ベ
ー

ス
と
し
た
も
の
で
す
。「
技
術
開
発
機
関
」
に
は
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
や
国
立
環
境
研
究
所
を
中
心

と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
大
学
、
研
究
機
関
が
参
画
し
て
、
気
候
変
動
科
学
や
適
応
技
術
の
成
果
を
創

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
成
果
の
実
装
先
と
し
て
い
く
つ
か
の
「
モ
デ
ル
自
治
体
」
等
も
参
画
し
ま

し
た
（
主
に
第
2
章
で
紹
介
の
あ
る
各
地
の
気
候
変
動
地
域
適
応
セ
ン
タ
ー
で
す
）＊
。（
1
） 

気
候
変

動
科
学
の
知
見
や
開
発
さ
れ
た
適
応
技
術
の
社
会
実
装
は
、
国
の
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
よ

る
技
術
開
発
・
技
術
革
新
を
契
機
に
始
ま
り
ま
す
（
A
：
技
術
革
新
）。（
2
）
開
発
さ
れ
た
技
術
は
、

政
策
に
組
み
込
ま
れ
政
策
変
容
・
政
策
革
新
を
引
き
起
こ
し
ま
す
（
B
：
政
策
変
容
）。
以
上
の
二
つ

の
過
程
と
到
達
点
が
、
政
策
実
装
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
（
3
）
技
術
が
実
装

さ
れ
た
新
た
な
政
策
の
実
施
は
、
社
会
制
度
の
変
化
（
社
会
変
容
）
を
も
た
ら
し
、
住
民
の
意
識
や
活

動
様
式
を
支
え
る
社
会
制
度
、企
業
活
動
に
関
係
す
る
諸
制
度
が
変
化
し
ま
す
（
C
：
社
会
制
度
変
容
）。

（
4
）
技
術
変
容
、
政
策
変
容
、
社
会
制
度
変
容
の
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
と
し
て
社
会
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
全
体
が
気
候
変
動
に
適
応
す
る
社
会
へ
と
変
化
し
、適
応
社
会
が
実
現
し
ま
す
（
D
：
社
会
変
革
）。

　

こ
こ
で
は
、政
策
実
装
を
受
け
て
（
3
）
と
（
4
）
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
「
社
会
実
装
」
と
し
、

ま
た
よ
り
広
義
の
「
社
会
実
装
」
と
し
て
（
1
）
か
ら
（
4
）
に
至
る
全
体
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
と
し
て

図 2　気候変動科学・適応技術の社会実装に係わる考え方

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
社
会
実
装
」
と
は
A
か
ら
B
へ
、
そ
し
て
可
能
な
範
囲
で
C
を
実
現
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
政
策
へ
の
具
体
的
な
実
装
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
、（
a
）
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
化
、（
b
）
個
別
施
策
・
事
業
へ
の
組
み
込
み
、
と
い
う
二
つ
の
課
題
が
存
在
す
る
と
仮
定
し
て
い

ま
す
。（
a
）
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
化
と
は
、
自
治
体
政
策
の
総
体
に
気
候
変
動
影
響
評
価
と
適
応
の

視
点
や
方
針
を
組
み
込
む
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
行
政
計
画
の
中
で
最
も
包
括
的
か
つ
長
期
的

で
あ
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
総
合
計
画
）
の
策
定
に
際
し
、
そ
の
よ
う
な
視
点
や
方
針
を
組
み
込

む
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。（
b
）
個
別
施
策
・
事
業
へ
の
組
み
込
み
と
は
、例
え
ば
農
業
分
野
で
は
、

高
気
温
耐
用
品
種
の
開
発
な
ど
、
既
存
施
策
で
適
応
策
と
み
な
さ
れ
う
る
「
潜
在
的
適
応
策
」
は
実
施

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
新
た
な
科
学
的
知
見
を
基
に
、
一
層
の
掘
り
込
み
や
新
規
分
野
の
展
開
を
図
る

な
ど
の
「
追
加
的
適
応
策
」
を
立
案
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
・
生
態
系
保
全
、

農
業
分
野
、
防
災
・
水
災
害
防
止
、
水
環
境
、
健
康
（
熱
環
境
、
感
染
症
）
な
ど
の
各
分
野
で
の
追
加

的
適
応
策
に
つ
い
て
は
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
る
新
た
な
技
術
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
促
進
・

拡
大
、
補
強
す
る
役
割
を
果
た
し
、
政
策
実
装
の
一
部
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
の
「
政
策
変
容
」
が
実
効
性
の
高
い
形
で
進
め
ら
れ
、「
社
会
制
度
変
容
」

に
至
る
ま
で
の
広
義
の
「
社
会
実
装
」
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、
単
純
に
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発

さ
れ
る
科
学
的
知
見
を
一
方
的
に
提
供
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
や
一
般
市
民
と
の
合
意
形
成
や
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
長
期
を
見
据
え
た
計
画
策

定
手
法
な
ど
と
い
っ
た
多
様
な
「
社
会
技
術
」
の
活
用
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

第
2
部
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
実
装
の
た
め
の
手
法
を
章
ご
と
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
庁
内

外
と
の
調
整
や
計
画
策
定
支
援
を
意
図
し
た
コ
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
気
候
変
動
リ
ス
ク
ア
セ

＊ 

S
I-

C
A
T
で
生
み
出
さ
れ
た
科
学
的
知
見

は
、
本
書
の
姉
妹
編
で
あ
る
次
の
書
籍
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

S
I-

C
A
T
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
編

『
気
候
変
動
適
応
技
術
の
社
会
実
装
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
技
報
堂
出
版
、
2
0
2
0
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